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当社連結子会社による株式会社羽中田自動車工業の株式取得 

（孫会社化）に関するお知らせ 
 

 

株式会社オートバックスセブン（以下、「当社」といいます。）の連結子会社である株式会社オー 

トバックス・ディーラーグループ・ホールディングス（以下、「オートバックス・ディーラーグルー

プ・ホールディングス」といいます。）は、本日、山梨県において車販売事業および車検・整備事業

を展開する株式会社羽中田自動車工業（以下、「羽中田自動車工業」といいます。）の全株式を取得

し、完全子会社化（当社の孫会社化）いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．株式取得の理由  

当社グループは、「社会の交通の安全とお客様の豊かな人生の実現」をパーパスに掲げ、モビリテ

ィに関わるさまざまな社会課題を解決し、モビリティ社会を支えるインフラとして、人とモビリティ

が調和する持続可能な社会と当社グループの持続的な成長を目指しております。 

本取引は「2024中期経営計画」の戦略の一つである「モビリティライフを支え続けるタッチポイン

トの創出」における重点施策「出店を含む新規拠点・チャネルの拡大」の一環です。 

羽中田自動車工業は、Audi正規ディーラーを運営する株式会社グランツ、ボルボ正規ディーラーを

運営する株式会社Ｖｉｎｇｅ、BYD 正規ディーラーを運営する株式会社Ｗｉｎｇおよび保険事業を展

開する株式会社ハートフル保険サービスの４社を子会社として有しております。 

このたび、羽中田自動車工業および子会社４社を当社グループに加えることで、重要な事業ドメイ

ンとしている車販売事業の競争力強化を図ってまいります。 

当社グループは、今後もさまざまな事業を通じてお客様の安全・安心と、利便性向上に取り組み続

けるとともに、環境・社会課題解決の一端を担い、自動車業界のサステナブルな発展に寄与してまい

ります。 
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２．株式取得の内容 

① 連結子会社（オートバックス・ディーラーグループ・ホールディングス）の概要 

(１) 名称 株式会社オートバックス・ディーラーグループ・ホールディングス 

(２) 所在地 東京都練馬区高野台四丁目 22番 24号 

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 金子 政義 

(４) 事業内容 

オートバックスセブングループのディーラー事業を統括する持株

会社、新車販売、サービス及びメーカー認定中古車の販売を行う子

会社の経営管理、付帯業務等 

(５) 資本金 ０円 

(６) 設立年月日 2019年４月１日 

(７) 大株主及び持株比率 株式会社オートバックスセブン 100% 

 

② 異動する孫会社の概要                      （2026年３月 31日現在） 

(１) 名称 株式会社羽中田自動車工業 

(２) 所在地 山梨県甲府市貢川一丁目１番６号 

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 羽中田 麻由 

(４) 事業内容 車販売事業、車検・整備事業、カーリース事業、保険事業 

(５) 資本金 10百万円 

(６) 設立年月日 1957年２月８日 

(７) 大株主及び持株比率 

羽中田 麻由 41.4% 

羽中田 小春 29.3% 

羽中田 譲  25.1% 

(８) 上場会社と当該会社の 

関係 

資本関係 当該事項はありません。 

人的関係 当該事項はありません。 

取引関係 当該事項はありません。 

※当該会社の経営成績及び財政状態につきましては、非開示とさせていただきます。 

※2026年７月 31日付で、金子 政義が代表取締役会長に就任し、代表取締役社長の羽中田 麻由は引き

続き同職を務めます。 

 

③ 取得株式数及び取得前後の所有株式の状況 

(１) 異動前の所有株式数 

 

 

０株 

（議決権の数：０個） 

（所有割合：０%） 

(２) 取得株式数 

 

 

13,336株 

（議決権の数：13,336個） 

（所有割合：100%） 

(３) 異動後の所有株式数 

 

 

13,336株 

（議決権の数：13,336個） 

（所有割合：100%） 

※取得価額は譲渡会社との協議により決定しております。なお取得価額については、譲渡会社との合 

意により記載しておりません。 
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３．今後の見通し 

  当該株式取得による今期の当社連結業績に与える影響は軽微であります。         

 

以上 


